第8回メタンハイドレート研究アライアンス講演会
浅層型メタンハイドレートの産状と物性

日時：平成24年1月27日　9：30～12：00

場所：産総研北海道センター講堂

プログラム

9：30～10：30　

｢オホーツク海サハリン沖およびバイカル湖におけるガスハイドレート調査｣

北見工業大学未利用エネルギー研究センター　庄子　仁　教授
2001年に北見工大に未利用エネルギー研究センターが設置され、ロシアや韓国、ベルギーなど海外の研究機関と共同で、オホーツク海サハリン沖とバイカル湖においてメタンハイドレート調査を開始した。それ以来現在までに、サハリン沖では13箇所において、バイカル湖では18箇所において新たに表層メタンハイドレートの集積を発見している。セミナーでは、水底表層のメタンハイドレート（MH）の探査方法と、回収された水底コア中のMHについて紹介し、北見工大におけるMH研究に対する取り組みについて報告する。

10：30～11：00　

｢オホーツク海およびバイカル湖のガスハイドレートの結晶学的特徴｣

産業技術総合研究所メタンハイドレート研究センター　木田真人　特別研究員

堆積物中に胚胎するガスハイドレート結晶に包接されるメタンを主成分とした天然ガスは、天然ガスの成因等によって他の低級炭化水素成分を含む場合がある。ガス成分・組成は、ハイドレート結晶のガス包蔵性に影響を及ぼす因子であるため、ハイドレートとして集積する天然ガスを定量評価する上で重要となる。本発表では、オホーツク海およびバイカル湖で採取された浅層型ハイドレートの包接炭化水素成分組成とハイドレート結晶構造・ケージ占有率との関係を紹介し、そのハイドレート結晶の集積メカニズムを考察する。

11：00～12：00　
｢上越沖浅層ハイドレートに係わる地質と2010MD179調査航海の結果｣
産業技術総合研究所地圏資源環境研究部門　棚橋　学　副部門長

上越沖海域では2004年佐渡南西沖基礎試錐の事前調査で海底にハイドレートが発見され、その後東大松本グループにより多数の地質調査が行われ、活発なメタン湧出活動とそれに伴うハイドレートの発達の概略が明らかにされてきた。今回2010年6月に行ったR/V Marion Dufresne179調査航海における長尺コア等の採取により明らかになった、本海域の堆積物ハイドレートの性質と海洋古環境、地史等の詳細について報告する。
世話人　海老沼孝郎 （TEL 011-857-8950、内線*33-212-78950）
